
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なぜ、自校方式が 

良いのですか？ 

 

Ｑ１ 

 

センター方式だ

とどういう問題

がありますか？ 

 

Ｑ２ 

 

センター方式で

も温かいものを

出せると聞きま

すが？ 

 

Ｑ３ 

 

 

市はどうして 

センター方式を

選ぶのですか？ 

 

Ｑ４ 

給食Ｑ＆Ａ 
あなたの 
ギモンに 

お答えします 

 

Ａ：温かいもの、冷たいものをそのまま適温で提

供できます。廊下、教室に匂いがただよいます。 

調理員や栄養士とのふれあいが密にできます。手

作りのメニューが豊富です。また災害時には「食

事を提供できる避難所」になります。各校に栄養

士の配置ができ、食育を盛んに展開できます。 

またアレルギー対応がきめ細かに実施できます。 

 

Ａ：いったん食中毒が起こると、被害は全学校に及

び、リスクが大きい。自校方式よりも食中毒は発生

しやすい。また、栄養士の配置は少ないので、子ど

もとのふれあいや、学校との連携が弱くなります。

１万２千食調理なので、冷凍ものが増えたり献立が

制限され、手作りはほとんどできません。 

 

 

 

 

 

Ａ：配送に１時間以上要するので、「食べる２時間

前に調理終了」です。保温食缶で「２時間蒸し状態」

と「出来立て」は全然違います。献立によっては「食

味」をそこないます。やっぱり、「自校方式に優る

ものはない」ということになります。 

Ａ：市は、「効率性、稼働率」などを理由に上げて

います。つまり、コスト（費用）を抑える、という

財政効率優先の考えです。しかし、食育などをコス

トで測ることは正しくありません。自校方式にした

ときの「手作りの美味しさ」や「ふれあい」などの

良さは、数字では表せないからです。 

  

 

「子どもたちを第一に考えた学校給食を」の署名に取り組んでいます 

昨年の８月１８日、久喜市は、審議会にも、市議会にも諮らず、独断で理科大跡地に全校分の給食セ

ンターを作るとしました。私たち「久喜市の学校給食を考える会」は、子どもたちにとって最良の給

食は、自校調理方式だと考えています。多くの市民の皆さんから署名運動に御賛同を得られるよう、

課題を整理しました。みなさんでお役立ていただき、署名に協力をお願いします。 
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久喜市の 
学校給食を 

考える会 

Ｑ５ 

 

Ｑ６ 

自校方式にすると 

給食費は上がるん

ですか？ 

 もうセンター方式

に決まったのでは

ないですか？ 

 

Ｑ８ 

署名を集めて出す

ことは、効果があ

るのですか？ 

 

Ｑ９ 

Ｑ７ 

お知り合いの方などに、署名を拡げていただければと思います お問い合わせは下記まで 

自校方式を選ぶと

建設の費用はどれ

くらいですか？ 
 

 

全校をどうやって

自校方式に変えて

行くのですか？ 

 
 

 

石田利春 ０９０―５８０８―５２６５  猪股和雄 ０９０―３５４７―１２４０ 

川辺美信 ０９０―１８４５―０９３０  杉野 修 ０８０―５４４６―５２３６ 

田中 勝 ０４８０－８５―２８８０   船橋延嘉 ０９０―８８５９―９０３４ 

平間益美 ０９０―７２５４―９９３４  渡辺昌代 ０４８０－２１－９０５８ 

 

Ａ：「上がりません。」 

給食を提供するための施設整備費、光熱水費、人件

費などは、市の負担です。保護者が負担しているの

は、児童生徒が食べる食材料（まかない材料）費分

です。その変更はありません。 

Ａ：2017 年今年度は、本体の建設と厨房機器の設

計委託費が予算化されています。来年度は、建設に

必要な予算が組まれる予定です。なので、まだ、見

直すことは十分に可能です。 

Ａ：当面２０校（鷲宮の小中 8校と栗橋の中学２校、

と久喜の⒑校）を１０年間くらいかけて順次、自

校調理に転換します。その後に、菖蒲の７校を転

換に向けて検討します。（菖蒲の給食センターは新

しいので１０年は使えます）こうして、無理がな

いように計画的に進めることは可能です。 

 

 

 

 

 

 

Ａ：大いに効果があります。署名がいっぱい集ま

るほど、行政も、市議会も無視することはできま

せん。「センター方式は、ちょっと待って！自校方

式に転換を」の声を大きく広げましょう。 

 

 

 

 

 

Ａ：さいたま市の例では、鉄筋 2Fの別棟で調理場

を作ったとき１項当たり約３億円となりました。

他の例でも、その経費の 3分の１は補助で、2分の

1は市債（借金）で用意しています。また、既存の

校舎内に建設すれば 1 億円台に収まります。その

建設内容は、学校によって異なります。 

 

 

 

 


